
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

全体総括

　給水収益の減少や経年化施設の大量更新など厳し
い状況が見込まれるが、維持管理費の削減など、可
能な限りの経営改善等を進めるとともに、更新投資
の平準化に努めることで、経営基盤の強化を図り、
現行料金水準での事業運営に努める。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①経常収支比率及び⑤料金回収率はそれぞれ
100％を超えており、また、⑥給水原価は類似団体
との比較では、低い数値となっているが、給水収益
が減少傾向にあることや今後、更新投資の増加によ
り減価償却費の増が見込まれることから、更なる費
用の削減に努める必要がある。
　④企業債残高対給水収益比率は今後も他の財源を
活用し、当面の間は企業債の借り入れを行う予定が
ないことから、引き続き減少する見込みである。
　⑦施設利用率は類似団体との比較で高い値となっ
ているが、将来の給水人口の減少を踏まえ、計画的
な更新に加え、ダウンサイジング等を進めることに
より、更なる向上を図っていく。
　②累積欠損金比率は0％であり、③流動比率も
200％を超えていることから、資金面においても、
支払能力があり、現状は健全な企業経営が行えてい
ると考える。

2. 老朽化の状況について

　類似団体との比較では、①有形固定資産減価償却
率、②管路経年化率は高くなっている。これは施設
の延命化・長寿命化を図り、投資の抑制を行ってき
たためである。
　③管路更新率について、配水管の更新ペースアッ
プの取り組みの結果、上昇傾向にある。一方目標値
である年間40㎞(0.8％)の更新にはいたっておら
ず、引き続き、目標値達成に取り組み、配水管の更
新を着実に進めていく。

2. 老朽化の状況

－
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資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 政令市等 自治体職員 1,533,588

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　神戸市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【112.01】 【1.08】 【264.97】 【266.61】

【89.80】【60.00】【168.38】【103.24】

【49.59】 【19.44】 【0.68】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m
3
/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m

3
)

経営比較分析表／団体全体（令和元年度決算）
兵庫県　神戸市

【事業概要】

- 69.1 71 90,216 自治体職員 【】

■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m
3
/日) 管理者の情報 －

法適用 工業用水道事業 106,000 中規模 1 48,697

H27H30 R01 H27

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　③流動比率について、100%を超えているため支払
能力はあるが、前年度比較で減少している。これは
更新投資の増加による流動負債の増加が原因である
と考えられる。
　⑤料金回収率は100％を超えており、類似団体の
平均値と比較しても高い値となっている。
　④企業債残高対給水収益比率は、令和元年度に更
新投資の増加に対応するため企業債を発行しており
値が上昇している。令和２年度以降も更新投資の資
金が必要であることから企業債残高は増加する見込
みである。
　②累積欠損金比率は0％となっているが、類似団
体との比較では、①経常収支比率、⑦施設利用率、
⑧契約率ともに高く、前年度よりも上昇しているこ
とから、事業運営は安定していると考えている。引
き続き、経営基盤の強化に努める。H27 H28 H29 H30 R01

当該値 126.19 143.19 132.85 134.98

H28 H29

302.11 278.65 263.07 244.29 274.77当該値 636.60 367.35 289.97 327.13 193.70

H28 H29 H30 R01 H27H28 H29 H30 R01

50.25 51.91平均値 119.31 116.37 117.28 116.96 117.47

当該値当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00140.00

平均値 222.22 216.41 208.47 193.85 204.31平均値 605.50 551.43 687.99 655.75 578.19平均値 50.52 52.25 53.30

2. 老朽化の状況について

　類似団体との比較では、①有形固定資産減価償却
率、②管路経年化率は低くなっている。これは、計
画的な更新に努めてきたことから法定耐用年数を上
回る資産が少ないためである。
　また、③管路更新率については、平成24年度から
「第３次改築」として、配水管の更新に取り組んで
おり、引き続き、計画的な更新に努めていく。H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 H30 R01

当該値 125.12 143.83 131.45 133.59 139.27

H28 H29 H30 R01 H27H28 H29 H30 R01 H27

82.28 83.25 83.14 83.46 85.11当該値 48.37 49.59 45.12 44.46 45.94

26.84 26.08平均値 109.19 105.24 105.71 105.06 106.98

当該値当該値 34.03 29.58 32.27 31.84 30.43

2. 老朽化の状況

平均値 63.26 62.70 62.59 61.76 62.75平均値 40.97 40.69 40.67 40.89 41.59平均値 25.13 26.03 25.98

H28 H29 H30H27 H28 H29 H30 R01 H27

3.28当該値 33.87 34.69 33.39 33.13 35.06当該値 51.73 51.62 51.92 52.08 51.96

平均値 54.49 55.39 55.25 57.11 57.57

全体総括

　水需要の合理化や経年化施設の更新を見据えつ
つ、引き続き、持続的・効率的な安定給水と経営基
盤の強化に努めていく。
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※民間事業者の有無とは、行政区域内で民間バス事業者が運行しているかどうかを指す。 分析欄

※民間事業者平均値は当該団体が所属する標準原価ブロックの民間平均値

 全体としては、各事業者平均値と比較すると、良好な指標
もあるが、流動比率が低いことに加えて、令和元年度も引
き続き経常収支が赤字となっており、今後も設備更新によ
る減価償却費･企業債残高の増加が見込まれることなどか
ら、厳しい経営状況となっている。
 自動車事業における経営改善策の１つとして、８営業所中
５営業所の管理委託を行っており、委託率は車両数で７割
と公営事業者の中でも高いが、キロ当たり運送原価は依然
として民間事業者平均よりも高くなっており、乗車効率も
引き続き悪化している。
 平成30年度から抜本的な収支構造の改善を図るため、給与
体系の見直しを行っており、さらに、令和３年度からの次
期経営計画に基づいて、さらなる人件費の抑制や路線再編
による運行の効率化に努めるなど経営改善に取り組んでい
く。

1. 経営の健全性 1. 経営の健全性について

　事業の状況については、④累積欠損金比率は０％で
あるが、過去に発行した企業債の償還のための資金を
確保できていないことから、③流動比率は目標値及び
公営企業平均値をいずれも下回っており、短期的な債
務の支払能力が低いと考える。
 また、人口減少や少子高齢化等の影響に加え、令和
元年度は、２月及び３月の新型コロナウイルス感染症
の影響で乗車人員が減少し、①経常収支比率と②営業
収支比率は前年度より悪化し、100％を下回っている
状態である。
　次に独立採算の状況については、⑥利用者１回当た
り運行経費は経常費用は前年度とほぼ同額であるが、
乗客数が新型コロナウイルス感染症の影響等で減少し
たことにより、増加している。一方⑤利用者１回当た
り他会計負担額、および⑦他会計負担比率はいずれも
令和元年度に増加しているものの、他公営企業平均値
と比較する７～８割程度の水準にあることから、比較
的独立採算制は高いと考える。
　最後に資産および負債の状況については、平成25年
度よりバス車両の使用年限を12年から18年に延長した
影響で、近年は⑧企業債残高対料金収入比率は減少、
⑨有形固定資産減価償却率は増加傾向であったが、令
和元年度に11両のバス車両の更新、および営業所の建
て替えを行ったことにより、令和元年度は⑧は増加、
⑨は減少となっている。
　今後、市バス料金収受システムの更新やさらなる市
バス車両の更新によって企業債償還が大きくなり、引
き続き非常に厳しい状況になることが見込まれ、次期
経営計画に基づいて、あらゆる経営改善を行っていく
必要がある。

2. 経営の効率性について

①走行キロあたり収入は、新型コロナウイルス感染症
の影響等により前年に引き続き減少し、民間平均を下
回っている。
③走行キロ当たり人件費は、営業所の管理委託を進め
ていることにより民間事業者平均よりも低くなってい
るが、②走行キロあたり運送原価は、民間事業者平均
より高い水準にあり、年々差は小さくなっているもの
の、人件費及び管理委託費を含む運行経費が民間事業
者よりも高くなっている。
④乗車効率は、乗車人員がH30年度と比較し年間約93
万人減少した一方で、走行キロや乗車定員は減少して
いないことから効率が悪化し、0.4%減少となってい
る。2. 経営の効率性

377 47.5 有 有

全体総括

17.5 376.0 17,350 515

職員数（人） 管理の委託割合（％） 民間事業者の有無 地域公共交通網形成計画策定の有無

558,720 494,450 401,363 538,905 575,866資金不足比率（％） 営業路線（km） 年間走行キロ（千km） 在籍車両数（両） 他会計負担額（千円）

69,380 68,348 68,168 66,879 65,951法適用 交通事業 自動車運送事業 自治体職員 年間輸送人員（千人）

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　神戸市

業務名 業種名 事業名 管理者の情報 H27 H28 H29 H30 R01
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■平均値⑤ 13.6 14.6 14.5 14.7 14.2
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○事業の状況

○独立採算の状況 ○資産及び負債の状況
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　神戸市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

557.01 2,753.25 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 政令市等 非設置 1,533,588

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 75.90 97.71 94.93 1,595 1,494,060 170.56 8,759.73

①については、平成26年度の会計制度見直しによる
みなし償却制度の廃止により、減価償却費累計額が
増加した。
①、②、③については、類似団体平均よりも上回っ
ている。これは、昭和40年代後半に集中的に整備し
た管きょ、処理場、ポンプ場の老朽化が進んでお
り、法定耐用年数を超える施設が今後増加してい
く。そのため、事業費の平準化を図りながら、改築
更新のペースを加速させていく。

2. 老朽化の状況

全体総括

「１．経営の健全性・効率性」では、⑤が類似団体
と比較すると低い状況にある。「２．老朽化の状
況」では、類似団体と比較すると老朽化が進んでい
る状況にある。今後、人口減少による有収水量の減
少等により、下水道使用料の減収が見込まれる一方
で、老朽化した施設の改築更新費用が増加する見込
みであるため、令和２年４月１日に使用料改定を
行った。今後は新型コロナウイルス感染症に伴う使
用料収入の減少の可能性が考えられるため、今後の
状況を注視していく。また⑤が100％以上になるよ
う維持管理の効率化等を進めると同時に、さらなる
改築更新の平準化を図ることで、健全かつ効率的な
経営を実施していく。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①は、類似団体平均をやや下回っているが、100％
は超えている。施設の老朽化が進む中、今後更なる
改築更新が必要であることから、引き続き経営の効
率化を進めていく。
②は、平成26年度の会計制度の見直し以降、黒字決
算となったため、累積欠損金が0となっている。
③は現預金を十分に確保しており、類似団体平均よ
りも高く十分な支払能力がある状態である。
④は、これまで企業債残高の削減に取り組んできた
が、平成29以降は、施設の老朽化による改築更新事
業の増加に伴い、類似団体平均をやや上回ってい
る。
⑤は、100％を下回っており、回収すべき経費を使
用料で十分に賄えていない状態にある。令和２年４
月１日に使用料改定を行ったが、新型コロナウイル
ス感染症に伴う使用料収入の減少の可能性が考えら
れるため、今後の状況を注視していく。
⑥は、これまでの維持管理の効率化により、類似団
体平均よりもやや下回っている。今後も維持管理の
効率化を行っていく。
⑦は類似団体平均よりも高く、概ね適切な施設規模
と考えられる。
⑧水洗化を助成する制度の活用などにより、概ね
100％に近い数値となっている。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　神戸市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

557.01 2,753.25 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 1,533,588

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 46.11 1.02 100.00 1,595 15,561 1.39 11,194.96

①については、類似団体より数値が高く、施設の老
朽化が進んでいるため、今後の改築更新に備える必
要がある。
法定耐用年数を経過した管渠はまだ存在しないた
め、②や③の指標は０となっている。

2. 老朽化の状況

全体総括

公共下水道を含めた下水道事業全体として、今後、
下水道使用料収入が減少傾向にある一方で、老朽化
した施設の改築更新費用が増加する見込みであるた
め、令和２年４月１日に使用料改定を行った。新型
コロナウイルス感染症に伴う使用料収入の減少にも
注視しつつ、健全かつ効率的な経営を実施してい
く。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

特定環境保全公共下水道は、市街化調整区域の一部
において公共下水道の整備を行ったものであり、処
理区域内人口が約15,000人であり、使用料収入が少
なくなっている。そのため、①や④については、費
用や企業債残高に対する収益が少ない。
②について、令和元年度より累積欠損金が発生して
いるが、これは阪神淡路大震災後、平成８～10年の
3年にわたり緊急避難的にカットされた一般会計補
助金153億円を、特別利益として平成30年度までに
順次返還を受けていたが、令和元年度から返還分が
なくなったことに伴い令和元年度決算が赤字となっ
たことで発生したものである。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.87】 【76.63】 【49.61】 【1,218.70】

【84.20】【42.86】【218.56】【74.17】

【25.37】 【6.20】 【0.28】



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

令和元年度全国平均

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県神戸市　三宮

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

無 25,110 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ２ 非設置 公共施設

－

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 52 534 400 代行制 【】

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
①収益的収支比率について、令和元年度は大規模修
繕費増加の影響で100%を下回っている。
④売上高GOP比率、⑤EBITDAについては大幅に減
少。類似施設の平均値を大きく下回っている。

H27 H28 H29 H30 R01 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27

当該値 100.4 80.6 137.6 86.3 71.9

H27 H28 H29

2. 資産等の状況について
平均値 133.5 136.3 130.9 160.6 133.8 平均値 7.1 5.5

当該値 158.1 154.7 153.7 153.9 147.2当該値 33.6 7.8 13.7 8.4 6.9

164.4 161.5 156.9 ⑧設備投資見込額について、駐車場の規模が大きい
こと、供用開始から50年以上経過していることから
昨年度より増加している。引き続き必要な設備更新
に対する投資を計画的に実施していく。
⑩企業債残高対料金収入比率は、平成27年度より0
となっている。

3. 利用の状況について
⑪稼働率について、経年比較では横ばいである。引
き続き、周辺施設への営業活動等、指定管理者と連
携しながら利用台数の増加を目指していく。H29 H30 R01

2.資産等の状況

5.2 3.8 4.2 平均値 169.3 166.6

H28 H29 H30 R01 H27 H28H27 H28 H29 H30 R01 H27

87,119 △79,755 △152,929当該値 42.7 6.5 32.1 △31.4 △59.5

平均値 56 42 44 45 46

当該値 116,811 17,169当該値 446 93 100 101 105

平均値 21,116 20,714 16,622 16,948 5,128平均値 8.0 13.7 7.5 0.6 △10.5

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
都心部の駐車場であり、市営駐車場事業全体に与え
る影響は大きい。令和元年度から新たな取組みとし
てカーシェアリング事業を開始した。都心三宮再整
備に伴う周辺土地利用環境の変化も踏まえ、引き続
き指定管理者と連携しながら、収益の増加及び安定
化を目指していく。

0

⑧設備投資見込額(千円)
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⑨累積欠損金比率(％)

0.0
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0.4
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⑥有形固定資産減価償却率(％)

0.0
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②他会計補助金比率(％)
【2.3】
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【17】

135.0

140.0
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150.0

155.0
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165.0

170.0
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⑪稼働率(％)
【205.9】
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④売上高ＧＯＰ比率(％)
【20.8】

△200,000

△150,000
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0

50,000

100,000

150,000

⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【14,290】

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

令和元年度全国平均

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県神戸市　花隈

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

無 8,977 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ１ 非設置 駅

－

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 51 258 400 代行制 【】

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
①収益的収支比率について、100%を大幅に上回って
おり黒字であり、類似施設の平均値についても大き
く上回っている。
④売上高GOP、⑤EBITDA共に昨年度から増加してお
り、類似施設の平均値を大きく上回っている。
市街地中心部に立地しており、安定的な使用料収入
を確保できることが要因であると考えられ、健全な
経営状態といえる。

H27 H28 H29 H30 R01 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27

当該値 133.9 133.5 116.9 115.8 250.7

H27 H28 H29

2. 資産等の状況について
平均値 113.4 191.4 141.3 123.9 120.1 平均値 9.5 15.1

当該値 141.9 138.4 141.5 141.1 134.5当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

186.8 184.2 184.2 ⑧設備投資見込額について、供用開始から50年以上
経過していることから昨年度より大幅に増加してい
る。引き続き必要な設備更新に対する投資を計画的
に実施していく。
⑩企業債残高対料金収入比率は、平成30年度より0
となっている。

3. 利用の状況について
⑪稼働率について、毎年度ほぼ横ばいであるが、類
似施設の平均値を下回っている。理由としては、通
勤目的の利用が高いなど1台あたりの駐車時間が長
いことが考えられる。

H29 H30 R01

2.資産等の状況

15.0 10.4 5.0 平均値 185.2 184.1

H28 H29 H30 R01 H27 H28H27 H28 H29 H30 R01 H27

44,454 32,264 54,143当該値 82.0 59.2 47.5 34.0 60.1

平均値 177 145 108 89 37

当該値 54,695 53,639当該値 0 0 0 0 0

平均値 36,318 37,745 35,151 21,556 18,053平均値 17.5 14.3 11.8 9.1 1.4

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
稼働率は低いものの、黒字であることやキャッシュ
の利益が出ていることから、健全な経営状態だとい
える。また、令和元年度から新たな取組みとして
カーシェアリング事業を開始した。引き続き指定管
理者と連携しながら、収益の増加及び安定化を目指
していく。

0

⑧設備投資見込額(千円)

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01

 20.4 0.0 0.0 当該値 84.0当該値     
335,329

H27 H28 H29

平均値   

 当該値    

平均値      

54.3

187.9 143.2 128.9   平均値 278.9 205.5
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①収益的収支比率(％)
【619.1】
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⑩企業債残高対料金収入比率(％)

【425.4】
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⑨累積欠損金比率(％)
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⑥有形固定資産減価償却率(％)
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②他会計補助金比率(％)
【2.3】
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【17】
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⑪稼働率(％)
【205.9】
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④売上高ＧＯＰ比率(％)
【20.8】
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【14,290】

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

令和元年度全国平均

0.0

187.9 143.2 128.9   平均値 278.9 205.5

当該値     
155,679

H27 H28 H29

平均値   

 当該値    

平均値      

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
経営状態は健全であるものの、周辺施設の経営状況
など外的要因に依存する面がある。令和元年度から
新たな取組みとしてカーシェアリング事業を開始し
た。引き続き指定管理者と連携しながら、安定的な
収入確保のための営業活動など、収益の増加及び安
定化を目指していく。

0

⑧設備投資見込額(千円)

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01

 0.0 0.0 0.0 当該値 29.7

35,151 21,556 18,053平均値 17.5 14.3 11.8 9.1 1.4平均値 177 145 108 89 37

当該値 54,660 52,854当該値 0 0 0 0 0

平均値 36,318 37,745

R01 H27

48,842 34,435 43,821当該値 53.7 55.6 54.3 39.0 50.8

184.2 ⑧設備投資見込額について、他の駐車場と比較して
平均的であり、引き続き必要な設備更新に対する投
資を計画的に実施していく。
⑩企業債残高対料金収入比率は、平成28年度より0
となっている。

3. 利用の状況について
⑪稼働率について、毎年度微減の傾向にあり、類似
施設の平均値を下回っている。付近の駐車場需要を
勘案しながら、利用率向上策を検討していく。H29 H30 R01

2.資産等の状況

15.0 10.4 5.0 平均値 185.2 184.1

H28 H29 H30 R01 H27 H28H27 H28 H29 H30

2. 資産等の状況について
平均値 113.4 191.4 141.3 123.9 120.1 平均値 9.5 15.1

当該値 123.0 118.3 111.0 108.3 104.7当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

186.8 184.2

当該値 103.8 132.1 218.6 163.9 204.0

H27 H28 H29

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
①収益的収支比率について、100%を上回る黒字であ
ると共に、昨年度より増加している。また、直近3
年間は類似施設の平均値を上回っている。
④売上高GOP比率、⑤EBITDAについても、昨年度よ
り増加していると共に、類似施設の平均値を大きく
上回っている。
健全な経営状態といえる。

H27 H28 H29 H30 R01 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 50 300 400 代行制 【】

分析欄

無 11,469 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ１ 非設置 駅

－

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県神戸市　湊川

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

①収益的収支比率(％)
【619.1】

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

⑩企業債残高対料金収入比率(％)

【425.4】
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⑨累積欠損金比率(％)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑥有形固定資産減価償却率(％)

0.0
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4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

②他会計補助金比率(％)
【2.3】
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【17】
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200.0

⑪稼働率(％)
【205.9】
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④売上高ＧＯＰ比率(％)
【20.8】

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【14,290】

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

令和元年度全国平均

15.3

135.3 103.6 119.5   平均値 181.6 148.9

当該値     
198,490

H27 H28 H29

平均値   

 当該値    

平均値      

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
経営状況は安定しているため、都心三宮再整備に伴
う周辺土地利用環境の変化も踏まえ、引き続き指定
管理者と連携しながら、収益の増加及び安定化を目
指していく。0

⑧設備投資見込額(千円)

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01

 0.0 0.0 0.0 当該値 66.4

16,622 16,948 5,128平均値 8.0 13.7 7.5 0.6 △10.5平均値 56 42 44 45 46

当該値 147,552 138,377当該値 0 0 0 0 0

平均値 21,116 20,714

R01 H27

148,555 129,766 28,136当該値 29.4 66.5 69.6 59.6 13.0

156.9 ⑧設備投資見込額について、他の駐車場と比較して
平均的であり、引き続き必要な設備更新に対する投
資を計画的に実施していく。
⑩企業債残高対料金収入比率は、平成29年度より0
となっている。

3. 利用の状況について
⑪稼働率について、経年比較においてほぼ横ばいで
あり、類似施設の平均値を下回っている。周辺施設
への営業活動等、指定管理者と連携しながら利用台
数の増加を図っていく。

H29 H30 R01

2.資産等の状況

5.2 3.8 4.2 平均値 169.3 166.6

H28 H29 H30 R01 H27 H28H27 H28 H29 H30

2. 資産等の状況について
平均値 133.5 136.3 130.9 160.6 133.8 平均値 7.1 5.5

当該値 158.0 154.5 153.8 153.8 147.3当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

164.4 161.5

当該値 246.1 298.8 328.5 247.6 114.9

H27 H28 H29

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
①収益的収支比率について、昨年度から大きく減少
している。
④売上高GOP比率、⑤EBITDAについては、昨年度か
ら減少しているが、類似施設の平均値を大きく上
回っている。
健全な経営状態といえる。市街地中心部に立地し、
平日のビジネス利用や休日の観光等の需要が安定的
に見込まれることが要因であると考えられる。

H27 H28 H29 H30 R01 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 46 550 400 代行制 【】

分析欄

無 19,348 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ２ 非設置 公共施設

－

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県神戸市　三宮第２

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

①収益的収支比率(％)
【619.1】
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40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

200.0

⑩企業債残高対料金収入比率(％)

【425.4】

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑨累積欠損金比率(％)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑥有形固定資産減価償却率(％)

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

②他会計補助金比率(％)
【2.3】
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【17】

135.0

140.0

145.0

150.0

155.0

160.0

165.0

170.0

175.0

⑪稼働率(％)
【205.9】

△20.0

△10.0
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80.0

④売上高ＧＯＰ比率(％)
【20.8】
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20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【14,290】

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

令和元年度全国平均

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県神戸市　新長田

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

無 9,414 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ１ 非設置 駅

－

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 45 220 200 代行制 【】

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
①収益的収支比率について、直近5年間と比べると
増加しているが、100%を下回る赤字であり類似施設
の平均値を下回っている。
④売上高GOP比率、⑤EBITDAについても、昨年度よ
り増加しているが、類似施設の平均値を下回ってい
る。
周辺商業施設利用者の変化や、近隣民間駐車場との
価格差が原因であると考えられる。引続き、経営状
況の改善に努めていく。

H27 H28 H29 H30 R01 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27

当該値 58.4 59.6 19.9 58.5 73.0

H27 H28 H29

2. 資産等の状況について
平均値 113.4 191.4 141.3 123.9 120.1 平均値 9.5 15.1

当該値 139.5 142.7 135.5 128.6 122.7当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

186.8 184.2 184.2 ⑧設備投資見込額について、他の駐車場と比較して
平均的であり、引き続き必要な設備更新に対する投
資を計画的に実施していく。
⑩企業債残高対料金収入比率は、平成29年度より0
となっている。

3. 利用の状況について
⑪稼働率について、毎年度ほぼ横ばいであるが、類
似施設の平均値を下回っている。供用開始時と比
べ、近隣の民間駐車場が増えたことが原因と考えら
れる。

H29 H30 R01

2.資産等の状況

15.0 10.4 5.0 平均値 185.2 184.1

H28 H29 H30 R01 H27 H28H27 H28 H29 H30 R01 H27

△39,010 △28,646 △14,566当該値 △13.6 △10.6 △89.5 △74.1 △40.5

平均値 177 145 108 89 37

当該値 △4,762 △3,512当該値 0 0 0 0 0

平均値 36,318 37,745 35,151 21,556 18,053平均値 17.5 14.3 11.8 9.1 1.4

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
経営状況を改善し、老朽化に対する設備改修費用や
土木修繕費用を賄う必要がある。令和元年度から新
たな取組みとしてカーシェアリング事業を開始し
た。引き続き指定管理者と連携しながら、収益の増
加及び安定化を目指していく。

0

⑧設備投資見込額(千円)

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01

 0.0 0.0 0.0 当該値 350.4当該値     
165,942

H27 H28 H29

平均値   

 当該値    

平均値      

291.9

187.9 143.2 128.9   平均値 278.9 205.5

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

①収益的収支比率(％)
【619.1】

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

400.0

⑩企業債残高対料金収入比率(％)

【425.4】

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑨累積欠損金比率(％)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑥有形固定資産減価償却率(％)

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

②他会計補助金比率(％)
【2.3】

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【17】

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

200.0

⑪稼働率(％)
【205.9】

△100.0

△80.0

△60.0

△40.0

△20.0

0.0

20.0

40.0

④売上高ＧＯＰ比率(％)
【20.8】

△50,000

△40,000

△30,000

△20,000

△10,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【14,290】

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

令和元年度全国平均

0.0

135.3 103.6 119.5   平均値 181.6 148.9

当該値     
84,782

H27 H28 H29

平均値   

 当該値    

平均値      

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
長田区役所への来庁等の短時間利用者が多く、収益
増への寄与度が低いと考えられる。
令和元年度から新たな取組みとしてカーシェアリン
グ事業を開始した。引き続き指定管理者と連携しな
がら、収益の増加及び安定化を目指していく。

0

⑧設備投資見込額(千円)

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01

 0.0 0.0 0.0 当該値 0.0

16,622 16,948 5,128平均値 8.0 13.7 7.5 0.6 △10.5平均値 56 42 44 45 46

当該値 △4,977 △108当該値 0 0 0 0 0

平均値 21,116 20,714

R01 H27

225 △10,745 △5,957当該値 △25.4 △2.6 0.9 △47.7 △27.3

156.9 ⑧設備投資見込額について、供用開始が平成5年と
比較的新しく、他駐車場と比べると少ない。
⑩企業債残高対料金収入比率は0であり、引き続き
必要な設備更新に対する投資を計画的に実施してい
く。

3. 利用の状況について
⑪稼働率について、昨年度からやや減少しており、
類似施設の平均値も下回っている。
需要増加は厳しい状況だが、稼働率の向上に努めて
いく。

H29 H30 R01

2.資産等の状況

5.2 3.8 4.2 平均値 169.3 166.6

H28 H29 H30 R01 H27 H28H27 H28 H29 H30

2. 資産等の状況について
平均値 133.5 136.3 130.9 160.6 133.8 平均値 7.1 5.5

当該値 167.1 167.1 165.8 150.7 149.3当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

164.4 161.5

当該値 81.6 99.6 100.9 68.5 79.6

H27 H28 H29

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
①収益的収支比率について、昨年度から増加してい
るが、100%を下回る赤字であり、類似施設の平均値
を下回っている。
④売上高GOP比率、⑤EBITDAについても、昨年度か
ら増加しているが、類似施設の平均値を下回ってい
る。
併設の長田区役所以外に集客施設が少なく、大幅な
需要増加は厳しい。コスト削減等で収益構造の改善
に努めていく。

H27 H28 H29 H30 R01 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 26 146 300 代行制 【】

分析欄

無 5,661 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ２ 非設置 公共施設

－

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県神戸市　長田北町

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

①収益的収支比率(％)
【619.1】

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

200.0

⑩企業債残高対料金収入比率(％)

【425.4】

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑨累積欠損金比率(％)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑥有形固定資産減価償却率(％)

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

②他会計補助金比率(％)
【2.3】

0

10

20

30

40

50

60

③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【17】

135.0

140.0

145.0

150.0

155.0

160.0

165.0

170.0

175.0

⑪稼働率(％)
【205.9】

△60.0

△50.0

△40.0

△30.0

△20.0

△10.0

0.0

10.0

20.0

④売上高ＧＯＰ比率(％)
【20.8】

△15,000

△10,000

△5,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【14,290】

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

令和元年度全国平均

0.0

135.3 103.6 119.5   平均値 181.6 148.9

当該値     
88,493

H27 H28 H29

平均値   

 当該値    

平均値      

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
北区役所の移転による需要減に伴い、今後経営状況
は悪化していくと思われる。令和元年度から新たな
取組みとしてカーシェアリング事業を開始した。引
き続き指定管理者と連携しながら、収益構造の改善
に取り組んでいく。

0

⑧設備投資見込額(千円)

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01

 0.0 0.0 0.0 当該値 0.0

16,622 16,948 5,128平均値 8.0 13.7 7.5 0.6 △10.5平均値 56 42 44 45 46

当該値 19,316 20,356当該値 0 0 0 0 0

平均値 21,116 20,714

R01 H27

12,553 1,257 3,704当該値 △64.4 △58.8 △90.0 △179.7 △223.0

156.9 ⑧設備投資見込額については、建設費（約10億円）
と比較すると、他の市営駐車場より多くなっている
が、必要な設備更新に対する投資を計画的に実施し
ていく。
⑩企業債残高対料金収入比率は0である。

3. 利用の状況について
⑪稼働率について、減少傾向にあり、類似施設の平
均値を下回っている。近隣の北区役所が平成30年度
中に移転したことが原因と考えられる。H29 H30 R01

2.資産等の状況

5.2 3.8 4.2 平均値 169.3 166.6

H28 H29 H30 R01 H27 H28H27 H28 H29 H30

2. 資産等の状況について
平均値 133.5 136.3 130.9 160.6 133.8 平均値 7.1 5.5

当該値 228.6 236.3 233.0 195.6 141.8当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

164.4 161.5

当該値 148.5 151.7 128.0 102.1 107.5

H27 H28 H29

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
①収益的収支比率について、100%を超えており黒字
であるが、平成29年度までと比べると減少してい
る。近隣の北区役所が平成30年度中に移転したこと
による需要減が影響していると思われる。
④売上高GOPは、昨年度から大幅に減少している。
⑤EBITDAについては、大幅に増加しているが、類似
施設の平均値を下回っている。
近隣の区民ホール以外に集客施設が無いため、大幅
な需要増加は難しいと考えられる。

H27 H28 H29 H30 R01 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 25 91 250 代行制 【】

分析欄

無 3,939 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ２ 非設置 公共施設

－

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県神戸市　鈴蘭台

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

①収益的収支比率(％)
【619.1】

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

200.0

⑩企業債残高対料金収入比率(％)

【425.4】

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑨累積欠損金比率(％)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑥有形固定資産減価償却率(％)

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

②他会計補助金比率(％)
【2.3】

0

10

20

30

40

50

60

③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【17】

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

⑪稼働率(％)
【205.9】

△250.0

△200.0

△150.0

△100.0

△50.0

0.0

50.0

④売上高ＧＯＰ比率(％)
【20.8】

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【14,290】

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

令和元年度全国平均

0.0

135.3 103.6 119.5   平均値 181.6 148.9

当該値     
165,890

H27 H28 H29

平均値   

 当該値    

平均値      

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
経営状況は改善傾向にあるため、引き続き指定管理
者と連携しながら、周辺施設利用者の駐車需要を取
り込むことや、コスト削減対策に取り組むことで、
収益構造の改善に努めていく。0

⑧設備投資見込額(千円)

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01

 0.0 0.0 0.0 当該値 0.0

16,622 16,948 5,128平均値 8.0 13.7 7.5 0.6 △10.5平均値 56 42 44 45 46

当該値 △4,702 △371当該値 25 0 0 0 0

平均値 21,116 20,714

R01 H27

△6,417 △23,399 △1,627当該値 △59.3 △19.2 △68.0 △245.4 △30.9

156.9 ⑧設備投資見込額について、他の駐車場と比較して
平均的であり、引き続き必要な設備更新に対する投
資を計画的に実施していく。
⑩企業債残高対料金収入比率は、平成27年度より0
となっている。

3. 利用の状況について
⑪稼働率について、増傾向にあるが類似施設の平均
値を下回っている。
近隣の県立文化体育館が駐車場を増設したことによ
る影響が続いているためと考えられる。一方で合築
されている図書館等の利用者の需要も一定数存在す
ると考えられる。

H29 H30 R01

2.資産等の状況

5.2 3.8 4.2 平均値 169.3 166.6

H28 H29 H30 R01 H27 H28H27 H28 H29 H30

2. 資産等の状況について
平均値 133.5 136.3 130.9 160.6 133.8 平均値 7.1 5.5

当該値 72.0 69.9 68.8 71.0 76.3当該値 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0

164.4 161.5

当該値 27.9 97.2 67.7 48.1 91.5

H27 H28 H29

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
①収益的収支比率について、昨年度より増加してい
るが、100%を下回る赤字である。
②、③の他会計補助金について、平成28年度より0
となっている。
④売上高GOP比率、⑤EBITDAについては、昨年度よ
り増加しているが、類似施設の平均値を下回ってい
る。
定期券の購入者数増加等による経営改善に向けた動
きはあるものの、合築されている図書館等の他、近
隣の集客施設が少なく大幅な需要増加は厳しいた
め、コスト削減等により収益構造の改善に努めてい
く。

H27 H28 H29 H30 R01 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 24 93 200 代行制 【】

分析欄

無 4,444 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ２ 非設置 公共施設

－

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県神戸市　細田

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

①収益的収支比率(％)
【619.1】

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

200.0

⑩企業債残高対料金収入比率(％)

【425.4】

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑨累積欠損金比率(％)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑥有形固定資産減価償却率(％)

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

②他会計補助金比率(％)
【2.3】

0

10

20

30

40

50

60

③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【17】

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

⑪稼働率(％)
【205.9】

△300.0

△250.0

△200.0

△150.0

△100.0

△50.0

0.0

50.0

④売上高ＧＯＰ比率(％)
【20.8】

△30,000

△25,000

△20,000

△15,000

△10,000

△5,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【14,290】

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

令和元年度全国平均

0.0

187.9 143.2 128.9   平均値 278.9 205.5

当該値     
300,752

H27 H28 H29

平均値   

 当該値    

平均値      

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
ＪＲ新長田駅及び市営地下鉄新長田駅と隣接してお
り、パークアンドライドの機能も備わっているもの
の、稼働率等が類似施設を下回っている。
令和元年度から新たな取組みとしてカーシェアリン
グ事業を開始した。引き続き指定管理者と連携しな
がら、経営状況の改善に努めていく。

0

⑧設備投資見込額(千円)

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01

 0.0 0.0 0.0 当該値 0.0

35,151 21,556 18,053平均値 17.5 14.3 11.8 9.1 1.4平均値 177 145 108 89 37

当該値 8,005 △21,845当該値 0 0 0 0 0

平均値 36,318 37,745

R01 H27

△1,296 △1,499 △1,287当該値 △7.1 △88.9 △41.8 △40.8 △41.4

184.2 ⑧設備投資見込額について、昨年度より増加してい
るが、供用開始が平成8年と新しく、建設費（約37
億円）と比べると少ない。
⑩企業債残高対料金収入比率は、平成27年度より0
となっている。

3. 利用の状況について
⑪稼働率について、昨年度より微増しているが、類
似施設の平均を下回っている。
理由として、供用開始時と比べ、近隣の民間駐車場
が増加したことに伴う需要減少が考えられる。

H29 H30 R01

2.資産等の状況

15.0 10.4 5.0 平均値 185.2 184.1

H28 H29 H30 R01 H27 H28H27 H28 H29 H30

2. 資産等の状況について
平均値 113.4 191.4 141.3 123.9 120.1 平均値 9.5 15.1

当該値 142.6 141.4 124.3 118.3 128.5当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

186.8 184.2

当該値 63.3 68.4 97.2 96.6 97.1

H27 H28 H29

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
①収益的収支比率について、100%を下回る赤字であ
り類似施設の平均値を下回っている。
④売上高GOP比率、⑤EBITDAについても、類似施設
の平均値を下回っている。
周辺商業施設利用者の変化や、近隣民間駐車場との
価格差が原因であると考えられる。引続き、経営状
況の改善に努めていく。

H27 H28 H29 H30 R01 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 23 151 300 代行制 【】

分析欄

無 8,450 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ１ 非設置 駅

－

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県神戸市　新長田駅前

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

①収益的収支比率(％)
【619.1】

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

⑩企業債残高対料金収入比率(％)

【425.4】

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑨累積欠損金比率(％)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑥有形固定資産減価償却率(％)

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

②他会計補助金比率(％)
【2.3】

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【17】

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

200.0

⑪稼働率(％)
【205.9】

△100.0

△80.0

△60.0

△40.0

△20.0

0.0

20.0

40.0

④売上高ＧＯＰ比率(％)
【20.8】

△30,000

△20,000

△10,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【14,290】

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

令和元年度全国平均

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県神戸市　和田岬

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

無 7,222 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ１ 非設置 駅

－

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 18 141 300 代行制 【】

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
①収益的収支比率について、昨年度から大幅に増加
しており、類似施設の平均値を大きく上回ってい
る。
④売上高GOP比率については、昨年度から大幅に増
加している。
⑤EBITDAについては、昨年度から大幅に増加してい
るが、類似施設の平均値を下回っている。

H27 H28 H29 H30 R01 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27

当該値 43.7 45.7 29.6 40.7 158.1

H27 H28 H29

2. 資産等の状況について
平均値 113.4 191.4 141.3 123.9 120.1 平均値 9.5 15.1

当該値 126.4 127.9 77.1 72.1 68.1当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

186.8 184.2 184.2 ⑧設備投資見込額について、供用開始が平成13年と
新しく、建設費（約33億円）と比べると少ない。今
後、必要な設備更新に対する投資を計画的に実施し
ていく。
⑩企業債残高対料金収入比率は、平成30年度より0
となっている。

3. 利用の状況について
⑪稼働率について、直近3年間はほぼ横ばいであ
り、類似施設の平均値を下回っている。
通勤目的の長時間利用車両が多いためと考えられ
る。

H29 H30 R01

2.資産等の状況

15.0 10.4 5.0 平均値 185.2 184.1

H28 H29 H30 R01 H27 H28H27 H28 H29 H30 R01 H27

16,059 158 14,247当該値 36.8 37.0 40.7 △2.3 33.1

平均値 177 145 108 89 37

当該値 16,732 16,819当該値 0 0 0 0 0

平均値 36,318 37,745 35,151 21,556 18,053平均値 17.5 14.3 11.8 9.1 1.4

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
近隣の企業への通勤・訪問者の利用が多い。今年度
の収益的収支比率は黒字であったが、引き続き指定
管理者と連携しながら、収益の増加及び安定化を目
指していく。0

⑧設備投資見込額(千円)

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01

 143.8 0.0 0.0 当該値 563.2当該値     
330,302

H27 H28 H29

平均値   

 当該値    

平均値      

410.1

187.9 143.2 128.9   平均値 278.9 205.5

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

①収益的収支比率(％)
【619.1】

0.0

100.0

200.0
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400.0
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600.0

⑩企業債残高対料金収入比率(％)

【425.4】
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1.2

⑨累積欠損金比率(％)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑥有形固定資産減価償却率(％)

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

②他会計補助金比率(％)
【2.3】
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【17】
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80.0
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120.0

140.0

160.0

180.0

200.0

⑪稼働率(％)
【205.9】

△5.0
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④売上高ＧＯＰ比率(％)
【20.8】
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5,000
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15,000

20,000
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30,000

35,000

40,000

⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【14,290】

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

令和元年度全国平均

75.2

224.1 152.5 1,239.2   平均値 280.0 239.6

当該値     
387,063

H27 H28 H29

平均値   

 当該値    

平均値      

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
稼働率は高く、収支比率についても平成30年度に黒
字に転じている。引き続き、指定管理者と連携しな
がら、周辺商業施設に対する営業活動強化やコスト
削減等により、経営状況の改善に努めていく。0

⑧設備投資見込額(千円)

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01

 0.0 0.0 0.0 当該値 136.9

13,314 28,825 26,838平均値 33.2 29.6 29.2 30.4 5.8平均値 46 39 25 23 11

当該値 1,929 △8,810当該値 0 0 0 0 0

平均値 37,496 31,888

R01 H27

964 1,316 2,099当該値 △57.0 △84.3 △56.9 △58.7 △59.0

127.7 ⑧設備投資見込額については、高額であるが、必要
な設備更新に対する投資を計画的に実施していく。
⑩企業債残高対料金収入比率は、平成29年度より0
となっている。

3. 利用の状況について
⑪稼働率について、直近5年間全て類似施設の平均
値を上回っており、増加傾向にある。
隣接商業施設への買い物目的での利用が多く、比較
的短時間での利用が多いためと考えられる。一方、
通勤目的の定期量も多く、収益構造悪化の要因に
なっていると考えられる。

H29 H30 R01

2.資産等の状況

2.4 2.3 1.5 平均値 138.9 139.7

H28 H29 H30 R01 H27 H28H27 H28 H29 H30

2. 資産等の状況について
平均値 218.5 151.2 212.4 243.0 218.2 平均値 4.7 4.0

当該値 188.4 195.3 208.7 228.1 232.9当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

139.3 135.3

当該値 71.7 66.1 68.3 102.1 103.4

H27 H28 H29

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
①収益的収支比率について、類似施設の平均値を下
回っているものの、昨年度に続き100%を超え黒字で
ある。
④売上高GOP比率については類似施設の平均値を下
回っている。
⑤EBITDAについては、昨年度から増加しているが、
類似施設の平均値を下回っている。
コスト削減等により更なる収益構造の改善に努めて
いきたい。

H27 H28 H29 H30 R01 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27

該当数値なし 都市計画駐車場 立体式 21 167 300 代行制 【】

分析欄

無 8,843 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ１Ｂ１ 非設置 駅

－

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県神戸市　舞子駅前

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

①収益的収支比率(％)
【619.1】
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200.0

400.0

600.0

800.0

1,000.0

1,200.0

1,400.0

⑩企業債残高対料金収入比率(％)

【425.4】
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1.2

⑨累積欠損金比率(％)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑥有形固定資産減価償却率(％)

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0
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5.0

②他会計補助金比率(％)
【2.3】
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【17】

0.0

50.0

100.0
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⑪稼働率(％)
【205.9】

△100.0

△80.0

△60.0

△40.0

△20.0

0.0

20.0

40.0

④売上高ＧＯＰ比率(％)
【20.8】

△20,000

△10,000

0
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20,000

30,000

40,000

⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【14,290】

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

　管渠の多くは、整備から30年未満で耐用年数を迎
えておらず、大きな不具合も出ていないため、管渠
の更新はしていない。ただ人孔については漏水が見
られる場合もあるため有収率が低い地区を中心に調
査を行い、随時改修を行う。今後は処理場を含めた
ライフサイクルコストを低減するため令和元年度に
策定した最適整備構想に基づき、適切な機能保全対
策を講じていく。

2. 老朽化の状況

全体総括

　神戸市の農業集落排水は、地形的要因に加え、下
水道料金を市内同一サービス・同一料金としている
ため、経常的な費用を収益でまかなうことができて
いない。農業集落排水事業は一般会計からの繰入金
に依存しているため、収益の確保の取り組みが重要
である。具体的には、(1)使用料滞納者に対する対
策、(2)水洗化の促進を行っていきたい。また、今
後多くの設備が整備後30年を迎え、機器の更新等が
必要になってくるので、計画的に修繕を行い、機能
維持を図ると共に、処理区の統合についても検討し
ていきたい。
　農業集落排水事業は、農村環境改善、農業用排
水・公共用水の水質改善に必要不可欠な施設である
ため、経営戦略の策定を含め、引き続き適正な維持
管理に努めてまいりたい。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①収益的収支比率
　収益的収支比率が100％を割っているのは、平成５年から平
成９年にかけて設備を集中整備した際の地方債が償還期限を迎
えていることが大きな影響を与えている。平成20年度で施設の
整備は終了しているので、平成29年度には、地方債の償還の
ピークを迎え、収益的収支比率は平成30年度以降は改善してき
ている。
④企業債残高対事業規模比較
　神戸市の農業集落排水処理施設は、地形的要因として起伏が
多いため、汚水を処理場に送るための中継ポンプ場が多く必要
である。また、処理水は最終的に瀬戸内海に放流されるため、
水質基準が通常よりも厳しい。このため神戸市の処理場の設計
排水基準も厳しく、高額の初期費用が必要となり、企業債残高
対事業規模比較が高くなっている。
⑤経費回収率
　神戸市では「市内同一サービス・同一料金」を原則としてお
り、農業集落排水の使用料は、公共下水道の使用料と同額とし
ている。しかし、農業集落排水は公共下水道に比べて、規模も
格段に小さく非効率であり、施設の維持管理に必要な使用料収
入を得られていない。このため、経費回収率は低くならざるを
得ず、不足分は一般会計からの繰入金を充てている。
⑥汚水処理原価
　中継ポンプ場のメンテナンスや、水質の確保のための処理場
運転に電力費などがかさむため、汚水処理原価が類似団体平均
より高くなっている。
⑦施設利用率
　施設利用率は類似団体平均よりも高く、施設の利用状況は比
較的良好であり、規模も適切であると考えられる。
⑧水洗化率
　水洗化率については類似団体平均よりは高くなっている。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 0.86 89.20 1,566 13,105 4.57 2,867.61

557.01 2,753.25 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 農業集落排水 F1 非設置 1,533,588

経営比較分析表（令和元年度決算）
兵庫県　神戸市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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